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1.はじめに
痛治療の方法の一つにハイパーサーミアがある｡これは癌組俄が正常組俄に比べ熟に弱いとい
う性質を利用した治療法である｡ この方法では病変部を42.5℃以上に加温することによって効
果的な治療を行なうことが出来る｡しかし､これまでに生体腹部などの深部腫蕗に対する大電力
を用いた加温は実現されていなかった｡リエントラント型空洞共振辞アプリケークは生体深部の
痛組織に対 して局所加温を行なうことを目的として考案され【1ト 数値解析及び実験により直径
300mm,厚さ200mmの円柱状フアントムに対してその有効性が確認されている【2】｡しかし､実
用的なアプリケ一夕を考えると生体の寸法に近いフアントムを用いた解析が必要である｡ここで
は､差分時間領域法【3】によりフアントムの加温バターンを求め､アプリケ一夕の最適設計の可能
性を検討したので報告する｡
2.数値解析モデル
図1にリエントラント型空洞共振器アプリケ一夕の数値解析モデルを示す｡加温対象である筋
肉と電気的特性が等価なフアントムは上下リエントラント間の中間部に配した｡さらに､本モデ
ルでフアントムの周囲に筒状導体を配置し､フアントムに加わる電磁エネルギー分布の変化を観
測した｡
数値解析では､最初に最適入力周波数を得るために共振周波数を算出した｡次に､最低の共振
周波数(1次共振周波数)付近の正弦波を入力し､フアントムに加わる電磁エネルギーを観測した｡
加温丑に相当する電磁エネルギーは
打 仰 2dt
により求め､相対値として評価した｡
(1)
3.解析結果及び検討
図1に示したモデルに対し､1次共振周波数付近の正弦波を加えた際にフアントム中心部のy-Z
平面に加わる電磁エネルギー分布を観測した｡筒状導体装着前後に関して得られた電磁エネルギー
分布を図2に示す｡この図から分かるように､筒状導体装着前はフアントムの周縁部に電磁エネ
ルギーの集中が見られたが､筒状導体を装着することによりフアントム中心部に電磁エネルギー
が集中するように改善された｡
以上から､筒状導体を装着することによりフアントム深部に選択的に電磁エネルギーを集中さ
せ､良好な電磁エネルギー分布を得ることが出来た｡
4.まとめ .
差分時間領域法を用いてリエントラント型空洞共振器アプリケ一夕の最適設計の可能性を検
討した｡フアントムの周囲に筒状導体を装着することにより,良好な電磁エネルギー分布を得ら
れることが示された｡
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直径 200
長 さ 1500
比誘電率 75
導電率 0.75【S/m】
単位 [mm]
図 1リエ ントラント型空洞共振器アプ リケ一夕モデル
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(b)筒状導体装着後
図 2電磁エネルギー分布
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